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国語科 「国語表現Ⅰ」 （書く）
静岡県立富岳館高等学校
教諭 大村文美・林教子
１ 単元名 表現の実践－漢語と和語を使い分け、言葉を豊かにする－
２ 生徒の実態 ２年・国語表現Ⅰ（社会科学系列）
在籍１７名（男子６名 女子１１名）
(1)２年選択者。本学習集団は、文系４年制・短期大学、専門学校と進学を希望する生徒 で構成さ
れている。授業を受ける姿勢は落ち着いており、明るく積極的に授業に取り組んでいる。
(2)週３回の授業の中で、「話す・聞く」、「漢字」、「書く（作文）」を交代で行っている。 漢字に
苦手意識を持っている者が多く、漢字検定３級、準２級に合格していても、それに見合った漢語
の語彙を使いこなしているとはいえない。授業の中では、単に書き取りに終始するのでなく、漢
字の意味を理解させることで、語彙を増やし、使えるようにしたいと考えて指導しているが、な
かなか定着していない。
(3)作文も苦手で、普段話していることばを、そのまま書いてしまう生徒が多い。
３ 単元の目標
(1)日本語の中での漢語と和語の役割に興味・関心を抱き、自分の文章表現に生かそうとする。
（関心・意欲・態度）
(2)漢語・和語の特質を生かした表現を工夫することができる。 （書く能力）
(3)日本語の中での、漢語と和語の役割を理解する。（知識・理解）
４ 単元の評価規準
関心・意欲・態度 「書く」能力 知識・理解
①漢語と和語を使い分け、場に ①漢語・和語の特質を生かした文 ①漢語と和語の特質を理解して
応じた文章表現を工夫しよう 章表現を工夫している。 いる。
としている。
５ 指導と評価の計画（５時間配当）
時 各時の目標 学 習 活 動 評価規準
間
１ ・「漢字と日本文化」の内 ・本文を読み、日本語の中で、漢語と和語は
容を把握する。 それぞれどのような役割を果たしているか、
まとめる。
・漢語と和語の特質を理解 ・「たび・旅行」、「やど・旅館」、「いのち・
する。 生命」等の例を比較して、漢語と和語の違 行動の観察
いを考える。 （関心・意欲・態度）
・漢語と和語の特質につい ・童謡の歌詞の使用語彙を比較する。
２ て理解を深める。 ・３～４人の班に分かれて、童謡「犬のおま
わりさん」や「やぎさんゆうびん」を、漢 ワークシートの分
語と和語を使って書き換える。（選択式） 析（書く能力）
３ ・漢語と和語を使い分ける。・前時の班を、漢語と和語の２グループに分
本 けて、「さっちゃん」（「浦島太郎」）をそれ ワークシートの分
時 ぞれ書き換える。（自分たちで考える） 析（書く能力）
４ ・漢語と和語を、場に応じ ・「富岳館高校の移動動物園」の案内状を、 作品の分析（書く
て適切に使い分ける。 小学生向けと教員・保護者向けの二通り書 能力）
く。
５ ・漢語と和語を、場に応じ ・各自の案内文を交換し、意見・感想を話し 行動の観察
て適切に使い分ける。 合う。 （関心・意欲・態度）
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６ 本時の指導と評価の実際（３時間目）
(1)日 時 平成 19 年 11 月 22 日（木） 第５時限
(2)本時の目標
ア 漢語と和語の特質を理解し、辞書を使って言葉を探しながら表現の工夫をしようとする。
（関心・意欲・態度）
イ 漢語と和語を使い分けて、表現を工夫する。 （書く能力）
ウ 漢語と和語の特質を理解する。 （知識・理解）
(3)本時の評価基準及び評価方法
ア 辞書を使って言葉を探しながら、表現の工夫をしようとしている。（関心・意欲・態度）
イ 漢語と和語の特質を理解して表現を工夫している。（書く能力）
ウ 漢語と和語の基本的な違いを理解している。（知識・理解）
(4)本時の教材
「童謡」は、それぞれの作品世界に応じて漢語・和語・話し言葉を使い分け、豊かな日本語表
現を実現させている。そのため、場に応じた文章表現を工夫する教材として適していると考える。
生徒には、作文の表面的な技術のみを教えるのではなく、日本語の中の漢語と和語の役割や特
質を理解させた上で、自らの文章表現に生かせるように指導したい。
７ 指導と評価の実際
学 習 内 容 指導上の留意点 評価の実際
ア 漢語と和語を使い分け ・教員は、各グループに一人ずつ付いて助 行動の観察
る。 言する。 （関心・意欲・態度）
・「類義語辞典」等の辞書や電子辞書を自 ワークシートの分析
・漢語と和語のグループに分 由に使わせる。 （書く能力）
かれ、「さっちゃん」を書
き換える。
イ 漢語と和語の書き換え ・一語一句、正確に聞き取って書き、なる 行動の観察
を発表し合う。 べく漢字を使うように指導する。ただし、 （関心・意欲・態度）
漢字が思い浮かばなかったら平仮名で書
・一方のグループが、口頭で くようにさせる。
発表し、もう一方のグルー ・教員は、それぞれのグループが発表した
プは、それを聞き取って書 後、書き換えた文章を板書して示す。
く。
ウ 漢語と和語の特質につ まとめ 発表の内容・行動の観
いてまとめる。 漢語：聞いただけでは理解しにくい。意味 察（関心・意欲・態度）
が直接伝わってくる。大げさな感じ
・グループで、聞き取りをし がする。簡潔に表現できる。
た感想や、板書したものを 和語：聞いただけでわかるものが多い。や
見た感想を話し合う。 わらかく、やさしい感じがする。簡
・漢語と和語の違いについて、 潔に表現しにくい場合が多い。
気付いたことを発表する。
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